
JP 2013-545250 A 2013.12.19

10

(57)【要約】
　ケーシング（１２）と、少なくとも２つの蓄電素子（
１３，１４）と、冷却伝導プレート（１５）とを含むバ
ッテリセル（１１）、特にリチウムイオンバッテリセル
において、
　前記少なくとも２つの蓄電素子（１３，１４）と、前
記冷却伝導プレート（１５）とは、前記ケーシング（１
２）の中に配置されている、
ことを特徴とするバッテリセル（１１）。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシング（１２）と、少なくとも２つの蓄電素子（１３，１４）と、冷却伝導プレー
ト（１５）とを含むバッテリセル（１１）、特にリチウムイオンバッテリセルにおいて、
　前記少なくとも２つの蓄電素子（１３，１４）と、前記冷却伝導プレート（１５）とは
、前記ケーシング（１２）の中に配置されている、
ことを特徴とするバッテリセル（１１）。
【請求項２】
　前記少なくとも２つの蓄電素子（１３，１４）は、前記冷却伝導プレート（１５）とコ
ンタクトしている、
ことを特徴とする請求項１記載のバッテリセル（１１）。
【請求項３】
　前記冷却伝導プレート（１５）は、第１冷却伝導プレート部分（１６）を有しており、
前記少なくとも２つの蓄電素子（１３，１４）の間に配置されている、
ことを特徴とする請求項１又は２記載のバッテリセル（１１）。
【請求項４】
　前記ケーシングは、開口部（２７）を有しており、
　前記開口部（２７）は、前記冷却伝導プレート（１５）の第２冷却伝導プレート部分（
１７）によって貫通され、注型材料（２３）によって封止される、
ことを特徴とする請求項１から３のいずれか一項記載のバッテリセル（１１）。
【請求項５】
　前記冷却伝導プレート（１５）は、前記第２冷却伝導プレート部分（１７）において、
変形部（１９）を有しており、
　前記変形部（１９）は、前記冷却伝導プレート（１５）の平面（２６）から張り出して
いる、
ことを特徴とする請求項４記載のバッテリセル（１１）。
【請求項６】
　前記蓄電素子（１３，１４）のうち少なくとも１つの蓄電素子の表面積の少なくとも３
０％は、前記冷却伝導プレート（１５）とコンタクトしている、
ことを特徴とする請求項１から５のいずれか一項記載のバッテリセル（１１）。
【請求項７】
　前記冷却伝導プレート（１５）は、前記ケーシング（１２）の外側にある第３冷却伝導
プレート部分（１８）において、冷却液が通流する冷却体（２４）に固定されている、
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか一項記載のバッテリセル（１１）。
【請求項８】
　前記冷却伝導プレート（１５）は、前記第３冷却伝導プレート部分（１８）において、
少なくとも１つの打ち抜き部（２０）を有する、
ことを特徴とする請求項７記載のバッテリセル（１１）。
【請求項９】
　前記冷却体（２４）は、前記冷却伝導プレート（１５）の前記少なくとも１つの打ち抜
き部（２０）を貫通している、
ことを特徴とする請求項７又は８記載のバッテリセル（１１）。
【請求項１０】
　前記冷却伝導プレート（１５）の前記少なくとも１つの打ち抜き部（２０）は、両端が
開いたスリーブ（２１）として形成されている、
ことを特徴とする請求項７から９のいずれか一項記載のバッテリセル（１１）。
【請求項１１】
　前記ケーシング（１２）の中に、厳密に１つの冷却伝導プレート（１５）と、厳密に２
つの蓄電素子（１３，１４）とが配置されている、
ことを特徴とする請求項７から１０のいずれか一項記載のバッテリセル（１１）。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、独立請求項の上位概念に記載のバッテリセルに関する。
【０００２】
　従来技術から、種々の形式のバッテリが知られている。このようなバッテリは、例えば
ＤＥ１０２００８０５９９５２Ａ１に記載されている。例えばハイブリッドカー又は電気
自動車で使用されているようなバッテリ（乃至バッテリシステム）は通常、複数のバッテ
リモジュールからなり、バッテリモジュール自体は、複数の個々のバッテリセル（例えば
リチウムイオンバッテリセル）から組み合わされている。個々のバッテリセルは、ケーシ
ングと、ケーシングの中に配置された蓄電素子（ガルバニセル、又は、簡単にセルとも呼
ばれる）とを有する。バッテリセルの充放電過程中に電流の流れによって生じる損失熱は
、冷却によって排出しなければならない。部分的に高い電力密度に基づき、冷却において
高い要求が課される。複数のバッテリセルを効率的に冷却するために数多くの提案が公知
であるが、製造に手間が掛かり過ぎたり、コストが高過ぎたりすることが多い、又は、バ
ッテリセルの出力が制限されていることが多い。
【０００３】
　例えば、上に挙げたＤＥ１０２００８０５９９５２Ａ１からは、ケーシングの外部にあ
る冷却プレートの上に個々のバッテリセルを平坦に載置することによって、バッテリから
の熱排出が保証されているバッテリが公知である。バッテリセルと冷却プレートとの間の
良好な熱移動のためには、コンタクト面が非常に平坦であることが前提となっている。し
かしながら、この装置には、充放電時のバッテリセルの加熱によって、ケーシング内部の
圧力が増加するという欠点がある。この圧力の増加は、結果的にケーシングの壁を膨張さ
せてしまう。ケーシングの壁が湾曲することによって、バッテリセルと冷却プレートとの
間のコンタクト面積が小さくなり、これによって冷却効果が低下してしまうのである。さ
らなる欠点は、充放電時にバッテリセルの蓄電素子の内部で生じる損失熱は、熱伝導によ
って初めてケーシングと冷却プレートとの間のコンタクト面に到達し、そこで最終的に排
出しなければならないことである。つまり不利なことに、損失熱は、蓄電素子の直近で排
出されるわけではなく、これによってバッテリセルの冷却効果は不十分なものとなってし
まう。
【０００４】
　本発明の課題は、バッテリセルの蓄電素子が効率的に冷却され、簡単かつ低コストに製
造可能なバッテリセルを提供することである。
【０００５】
　請求項１の特徴部分に記載した本発明のバッテリセルは、充放電時に生じる損失熱が、
バッテリセルの蓄電素子から非常に効率的に排出されるという利点を有する。
【０００６】
　このために本発明によれば、少なくとも２つの蓄電素子と、冷却伝導プレートとが、ケ
ーシングの中に配置されている。充放電時の損失熱は、バッテリセルの蓄電素子において
直接生じるので、冷却伝導プレートを、これらの蓄電素子と一緒にケーシングの中に配置
すると有利である。上記の配置によって、蓄電素子の損失熱を、冷却伝導プレートを介し
てより迅速に排出することが可能となり、これによって、蓄電素子、ひいてはバッテリセ
ルの強力な加熱を阻止することが可能となる。付加的に、有利には、バッテリセルのケー
シングの壁厚さを低減することができる。というのは、熱排出はもはやケーシングを介し
ては行われないからである。結果的に重さが低減され、ひいてはコストも低減される。
【０００７】
　従属請求項に記載した特徴によって、独立請求項に記載した装置を有利に発展させるこ
とができる。
【０００８】
　有利には、少なくとも２つの蓄電素子は、冷却伝導プレートとコンタクトしている。こ
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のコンタクトによって熱移動が保証される。このコンタクトは、蓄電素子と冷却伝導プレ
ートとが直接接触する直接コンタクトか、又は、蓄電素子と冷却伝導プレートとの間に例
えば熱伝導ペースト又は保護フィルム又は保護層等のような熱伝達体が存在する場合には
、熱伝達も行われるコンタクトである。このコンタクトに基づいて、冷却伝導プレートと
２つの蓄電素子との間で効率的な熱伝達が行われ、これによって蓄電素子から熱を非常に
効率的に排出することができる。
【０００９】
　有利には、冷却伝導プレートは、第１冷却伝導プレート部分において、少なくとも２つ
の蓄電素子の間に配置されている。これにより、冷却伝導プレートを介して一方の蓄電素
子の熱のみならず、他方の蓄電素子の熱も排出することが可能となる。ケーシングの壁の
膨張を引き起こすバッテリセル内部の圧力上昇は、熱伝達に影響を与えない。
【００１０】
　有利には、ケーシングは、開口部を有している。この開口部は、冷却伝導プレートの第
２冷却伝導プレート部分によって貫通され、注型材料によって封止される。注型材料は、
冷却伝導プレートと、少なくとも２つの蓄電素子とを、ケーシングの中で固定させる。さ
らに有利には、注型材料によって、ケーシングの中に湿気が侵入しないよう保証される。
【００１１】
　有利には、少なくとも２つの蓄電素子のそれぞれ片方の表面の少なくとも３０％が、冷
却伝導プレートとコンタクトしている。これらの表面を介して蓄電素子と冷却伝導プレー
トとの間の熱伝達が行われ、これによって効率的な冷却が達成される。
【００１２】
　有利には、冷却伝導プレートは、第２冷却伝導プレート部分において、変形部を有して
おり、この変形部は、冷却伝導プレートの平面から張り出している。この変形部は、注型
材料の中で良好に保持するために使用される。付加的に、変形部によれば、バッテリセル
への湿気の侵入がさらに困難になり、より良好な湿気遮断がもたらされる。
【００１３】
　有利には、冷却伝導プレートは、ケーシングの外部に位置する第３冷却伝導プレート部
分において、冷却液が通流する冷却体に固定されている。注型材料から突出しているこの
第３冷却伝導プレート部分は、冷却液が通流する冷却体とコンタクトしており、バッテリ
セルから排出された熱を冷却体へと伝達している。冷却体を通流する冷却液によって、有
利には、熱が最終的に冷却体から排出される。
【００１４】
　有利には、冷却伝導プレートは、第３冷却伝導プレート部分において、少なくとも１つ
の打ち抜き部を有する。打ち抜き部は、複数のバッテリセルを、冷却伝導プレートを用い
て、複数のバッテリセルから組み合わされた１つのバッテリモジュール内において、適当
な装置、例えば冷却体に固定させるために適している。これによって複数のバッテリセル
同士を、１つのバッテリモジュール内において、他の同種のバッテリセルに対して相対的
に空間的に固定することができる。バッテリセルを適切な装置に固定することによって、
付加的に、バッテリセルからの熱をこの装置に伝達させることができ、これによってバッ
テリセルの冷却効果がもたらされる。
【００１５】
　有利には、冷却伝導プレートの少なくとも１つの打ち抜き部は、冷却体によって貫通さ
れる。これによって、一方では、バッテリセルが冷却伝導プレートによって冷却体に固定
され、従って、バッテリモジュールの内部にある別のバッテリセルに対して相対的に配置
することができる。他方では、バッテリセルの固定が保証されるだけではなく、冷却伝導
プレートと、冷却伝導プレートを貫通する冷却体との間の熱伝達も改善される。付加的に
、この冷却コンセプトによれば、故障したバッテリセルを迅速に交換できるようになる。
なぜなら、これらのバッテリセルは、チェーン上の真珠のように冷却体の上に通すことが
でき、また、相応にして冷却体から再び迅速に抜き取ることができるからである。
【００１６】
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　有利には、少なくとも１つの打ち抜き部は、両端が開いたスリーブとして形成されてい
る。このような打ち抜き部の形状によって、冷却伝導プレートと冷却体との間のコンタク
ト面積がより大きくなるので、冷却伝導プレートと冷却体との間の熱伝達が向上する。こ
れによって、冷却伝導プレート、ひいては蓄電素子からの熱排出がより効率的になる。冷
却体が打ち抜き部を貫通しており、これによって冷却伝導プレートが冷却体に固定されて
いる場合には、バッテリセルは、付加的に、両端が開いたスリーブとして形成された打ち
抜き部によって、傾倒に対して安定化されている。
【００１７】
　有利には、独立請求項に記載のバッテリセルにおいて、ケーシングの中に、厳密に１つ
の冷却伝導プレートが配置されている。これによって重さ及び製造コストが低減する。
【００１８】
　以下、本発明の複数の実施例を、これらの実施例に対応する図面に基づいてより詳細に
説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、バッテリセルの斜視断面図である。
【図２】図２は、次々に配置された複数のバッテリセルの斜視断面図である。
【００２０】
　図１は、本発明の１つの実施例として、バッテリセル１１の斜視断面図を示す。バッテ
リセル１１は、実質的に矩形かつ平坦に構成されており、僅かな厚さを有する。バッテリ
セル１１は、バッテリセル１１のケーシング１２の頭部側から突出している２つの旗形の
極コンタクト２２，３２を有しており、バッテリセル１１は、これらの極コンタクト２２
，３２を介して電気的にコンタクト可能となっている。２つの蓄電素子１３，１４が、第
１冷却伝導プレート部分１６において、冷却伝導プレート１５に直接コンタクトしている
。この際、第１冷却伝導プレート部分１６の範囲は、蓄電素子１３，１４の間に冷却伝導
プレート１５が配置されている範囲全てである。蓄電素子１３，１４は、特にリチウムイ
オンメモリセルとして、固有剛性のカバーを有さない平坦な構造方式（"ジェリーロール
型"又は"コーヒーバッグ型"）で構成することができる。冷却伝導プレート１５と蓄電素
子１３，１４は、バッテリセル１１のケーシング１２の中に配置されている。ケーシング
１２は、片側に開口部２７を有しており、この開口部２７は、冷却伝導プレート１５によ
って貫通されている。冷却伝導プレート１５は、第２冷却伝導プレート部分１７において
、変形部１９を有している。第２冷却伝導プレート部分１７は、ケーシング１２の中にあ
り、２つの蓄電素子１３，１４とはコンタクトしていない。この変形部１９は、その他の
箇所では平坦である冷却伝送プレート１５の平面２６から張り出しており、例えば波形を
有することができる。第２冷却伝導プレート部分１７の領域において、ケーシング１２の
開口部２７は、注型材料２３によって封止されている。この注型材料２３は、例えばプラ
スチックからなる。第３冷却伝導プレート部分１８において、冷却伝導プレート１５は、
打ち抜き部２０を有する。打ち抜き部２０は、両端が開いたスリーブ２１の形状に形成さ
れている。このスリーブ２１によって、冷却伝導プレート１５、ひいてはバッテリセル１
１全体が、冷却体２４に固定されている。冷却体２４は、冷却管、乃至、冷却管システム
として構成することができる。冷却体２４は、冷却液の供給及び排出のための２つの接続
箇所２８，２９を有する。接続箇所２８及び２９を介して、冷却体２４を冷却液循環部（
図示せず）に接続することができ、この冷却液循環部を介して、冷却液によって吸収され
た排熱をバッテリセルから排出することができる。
【００２１】
　図２は、本発明の別の実施例として、複数個の図１のバッテリセル１１，１１＿１，１
１＿２の概略斜視図を示す。第３冷却伝導プレート部分１８において、冷却伝導プレート
１５は、打ち抜き部２０を有する。打ち抜き部２０は、両端が開いたスリーブ２１の形状
に形成されている。このスリーブ２１によって、冷却伝導プレート１５、ひいてはバッテ
リセル１１全体が、冷却体２４に固定されている。冷却体２４は、冷却管、乃至、冷却管



(6) JP 2013-545250 A 2013.12.19

システムとして構成することができる。冷却体２４は、冷却液の供給及び排出のための２
つの接続箇所２８，２９を有する。接続箇所２８及び２９を介して、冷却体２４は、冷却
液循環部（図示せず）に接続することができ、この冷却液循環部を介して、冷却液によっ
て吸収された排熱をバッテリセルから排出することができる。冷却体２４により、これら
のバッテリセルを互いに平行かつ次々に一列に配置することができる。これらのバッテリ
セルは、用途に応じて互いに並列及び／又は直列に接続することができる。冷却伝導プレ
ート１５と冷却体２４とをこのような形式で接続することによって、バッテリセル１１同
士を互いに相対的に空間的に固定し、故障の場合には迅速に交換することが可能となる。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月7日(2013.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシング（１２）と、少なくとも２つの蓄電素子（１３，１４）と、冷却伝導プレー
ト（１５）とを含むバッテリセル（１１）において、
　前記少なくとも２つの蓄電素子（１３，１４）と、前記冷却伝導プレート（１５）とは
、前記ケーシング（１２）の中に配置されている、
ことを特徴とするバッテリセル（１１）。
【請求項２】
　前記少なくとも２つの蓄電素子（１３，１４）は、前記冷却伝導プレート（１５）とコ
ンタクトしている、
ことを特徴とする請求項１記載のバッテリセル（１１）。
【請求項３】
　前記冷却伝導プレート（１５）は、第１冷却伝導プレート部分（１６）を有しており、
前記少なくとも２つの蓄電素子（１３，１４）の間に配置されている、
ことを特徴とする請求項１又は２記載のバッテリセル（１１）。
【請求項４】
　前記ケーシングは、開口部（２７）を有しており、
　前記開口部（２７）は、前記冷却伝導プレート（１５）の第２冷却伝導プレート部分（
１７）によって貫通され、注型材料（２３）によって封止される、
ことを特徴とする請求項１から３のいずれか一項記載のバッテリセル（１１）。
【請求項５】
　前記冷却伝導プレート（１５）は、前記第２冷却伝導プレート部分（１７）において、
変形部（１９）を有しており、
　前記変形部（１９）は、前記冷却伝導プレート（１５）の平面（２６）から張り出して
いる、
ことを特徴とする請求項４記載のバッテリセル（１１）。
【請求項６】
　前記蓄電素子（１３，１４）のうち少なくとも１つの蓄電素子の表面積の少なくとも３
０％は、前記冷却伝導プレート（１５）とコンタクトしている、
ことを特徴とする請求項１から５のいずれか一項記載のバッテリセル（１１）。
【請求項７】
　前記冷却伝導プレート（１５）は、前記ケーシング（１２）の外側にある第３冷却伝導
プレート部分（１８）において、冷却液が通流する冷却体（２４）に固定されている、
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか一項記載のバッテリセル（１１）。
【請求項８】
　前記冷却伝導プレート（１５）は、前記第３冷却伝導プレート部分（１８）において、
少なくとも１つの打ち抜き部（２０）を有する、
ことを特徴とする請求項７記載のバッテリセル（１１）。
【請求項９】
　前記冷却体（２４）は、前記冷却伝導プレート（１５）の前記少なくとも１つの打ち抜
き部（２０）を貫通している、
ことを特徴とする請求項７又は８記載のバッテリセル（１１）。
【請求項１０】
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　前記冷却伝導プレート（１５）の前記少なくとも１つの打ち抜き部（２０）は、両端が
開いたスリーブ（２１）として形成されている、
ことを特徴とする請求項７から９のいずれか一項記載のバッテリセル（１１）。
【請求項１１】
　前記ケーシング（１２）の中に、１つの冷却伝導プレート（１５）と、２つの蓄電素子
（１３，１４）とが配置されている、
ことを特徴とする請求項７から１０のいずれか一項記載のバッテリセル（１１）。
【請求項１２】
　前記バッテリセル（１１）は、リチウムイオンバッテリセルである、
ことを特徴とする請求項１から１１のいずれか一項記載のバッテリセル（１１）。
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